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(57)【要約】
【課題】複数のガードインターバル長を使用する無線通
信方式において、受信局の回路規模を大きくすることな
く、受信局の処理量が軽減され、消費電力の少ないガー
ドインターバル長の判定を可能とする。
【解決手段】　一定周期で決められた固定のガードイン
ターバル長のデータフォーマットを配置する。また、こ
の固定のガードインターバル長のデータフォーマットが
配置されるタイミングにおいて、可変となるガードイン
ターバル長の配置情報をデータ送信用のチャネルに多重
化して送信する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と端末とを含む無線通信システムにおける無線通信方法であって、
　前記無線通信システムは、送信単位である複数のタイムインターバルを含むフレームを
使用し、
　各タイムインターバルは、複数のデータシンボルと、該データシンボル間の複数の同じ
長さのガードインターバルとを含み、各タイムインターバルはフレーム期間毎に送信され
、タイムインターバル毎に異なるガードインターバル長を適用可能であり、
　前記基地局は、
　前記フレームの所定位置のタイムインターバル中のデータシンボル間に固定長のガード
インターバルを挿入し、前記フレームの特定のタイムインターバルに適用される異なるガ
ードインターバル長の配置情報を、前記固定長のガードインターバルが適用されるタイム
インターバルの送信信号に多重化して送信し、
　前記端末は、
　前記基地局から送信された前記配置情報を受信する、
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項２】
　基地局と端末とを含む無線通信システムであって、
　前記無線通信システムは、送信単位である複数のタイムインターバルを含むフレームを
使用し、
　各タイムインターバルは、複数のデータシンボルと、該データシンボル間の複数の同じ
長さのガードインターバルとを含み、各タイムインターバルはフレーム期間毎に送信され
、タイムインターバル毎に異なるガードインターバル長を適用可能であり、
　前記基地局は、
　前記フレームの所定位置のタイムインターバル中のデータシンボル間に固定長のガード
インターバルを挿入する挿入部と、
　前記フレームの特定のタイムインターバルに適用される異なるガードインターバル長の
配置情報を、前記固定長のガードインターバルが適用されるタイムインターバルの送信信
号に多重化する多重化部と、
　前記送信信号に多重化された前記配置情報を送信する送信部と、を備え、
　前記端末は、
　前記基地局から送信された前記配置情報を受信する受信部、を備えた、
　ことを特徴とする無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチパスによるシンボル間干渉を除去するために、ガードインターバルを
シンボルに挿入して送信する無線通信システム及び方法に関し、特に複数のガードインタ
ーバル長を使用する無線通信システム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばOFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)を採用した無線通信システ
ムにおいては、マルチパス干渉に対する耐性を強くするためにガードインターバルを挿入
することが一般的に行われている。そのために、図１３に示すように、有効シンボルの最
後部の信号を先頭にコピーして挿入することにより、ガードインターバルを生成し、有効
シンボルと併せてOFDMの１シンボルとすることが行われている。
【０００３】
　図１４は、マルチパスにより発生する遅延波の影響を示すものである。図１４に示す遅
延波２までのように、マルチパスによる最大遅延がガードインターバル長よりも小さい場
合は、ＦＦＴウインドウ区間に隣接シンボル成分が混入しないので、マルチパスによるシ
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ンボル間干渉を完全に除去することが出来る。しかし、図１４に示すような遅延波３が存
在すると隣接シンボル成分が混入してマルチパス干渉が発生する。
【０００４】
　したがって、ガードインターバルを長くすれば遅延波による影響をより少なくすること
ができる。一方で、ガードインターバル長を大きくしてしまうと伝送効率が低下し、ビッ
トレートの低下を招く。
【０００５】
　このため、ガードインターバル長は最大パス遅延程度に設定するのが望ましいが、携帯
電話システムにOFDM無線通信方式を適用する場合、様々なセル配置・セル半径に対応する
必要があり、システム全体として最適なガードインターバル長を決定することは不可能で
ある。
【０００６】
　また、同じセル半径でも端末の存在する場所によって遅延パスの分布が異なるため最適
なガードインターバル長の設定は困難である。
以上のように一つの固定されたガードインターバル長をすべての場合に適用することが難
しい。したがって、図１５に示すガードインターバルを挿入されたデータフォーマット例
であるフォーマット＃１、フォーマット＃２のように、一回の送信単位であるトランスミ
ッションタイムインターバル（ＴＴＩ）ごとに、短いガードインターバルと長いガードイ
ンターバルの複数のガードインターバル長を適用できる無線通信システムが提案され、無
線状態によってガードインターバル長を適応制御することが考えられている。
【０００７】
　例えば下記特許文献１には、基地局がガードインターバル長を決定し、移動局に該ガー
ドインターバル長を通知する方式が開示されている。すなわち、図１６にガードインター
バル長の判定に関する従来例１として示すように、データを送信するチャネル（ＤＣＨ）
に対応して、通知用のチャネル(通知ＣＨ)でＴＴＩ毎にガードインターバル情報を通知す
る方式である。移動局は、ＴＴＩ毎に通知ＣＨを受信して、ガードインターバルを判断し
て、ＤＣＨの処理を行う。
【０００８】
　また、下記特許文献２には、図１７にガードインターバル長の判定に関する従来例２と
して示すように、他の情報は用いず、ＤＣＨの情報から移動局がガードインターバル長を
検出（ブラインド検出）し、ＤＣＨの処理を行う方式が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－２４４４４１号公報
【特許文献２】特開２００２－２４７００５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　複数のガードインターバル長を使用する無線通信方式において、ガードインターバル長
は、送信されたデータを受信するために最初に知るべきパラメータである。このため、ど
のような方法で、ガードインターバル長を通知するかが大きな問題である。
【００１１】
　通知用のチャネルを使用してＴＴＩ毎にガードインターバル長を通知する方法では、受
信局は送信単位であるパケット毎に通知用チャネルを同時に受信してガードインターバル
長を判定する必要がある。すると、受信局における処理遅延が問題となり、しかも回路規
模が大きくなるという問題が生じる。
【００１２】
　ガードインターバル長をブラインド検出により行う方法では、ＴＴＩ毎に高信頼度のブ
ラインド検出が要求され、処理量が増えて消費電力が大きくなる。



(4) JP 2012-5143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

　また、基地局と複数の端末からなる無線通信システムにおいて、端末から基地局への上
り通信においても複数のガードインターバル長が提供される場合に、複数の端末が基地局
に対して同時に発呼等のランダムアクセスや同一タイミングで送信を行うシェアリングさ
れたデータ通信などを行う場合に異なるガードインターバル長のデータフォーマットが適
用されると干渉が発生して受信特性が劣化することが考えられる。
【００１３】
　そこで、本発明の解決しようとする課題は、複数のガードインターバル長を使用する無
線通信方式において、受信局の回路規模を大きくすることなく、受信局の処理量が軽減さ
れ、消費電力の少ないガードインターバル長の判定を可能とすることである。
【００１４】
　また、本発明の他の解決しようとする課題は、複数のガードインターバル長を使用する
基地局と複数の端末からなる無線通信システムにおいて、端末から基地局への上り通信に
おいても複数のガードインターバル長が提供される場合に、干渉の発生を防止して受信特
性の劣化を防ぐことである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明によれば、複数のガードインターバル長を使用する無線通信方式において、一定
周期で決められた固定のガードインターバル長のデータフォーマットを配置する通信方法
が提供される。
【００１６】
　また、本発明によれば、この固定のガードインターバル長のデータフォーマットが配置
されるタイミングにおいて、可変となるガードインターバル長の配置情報をデータ送信用
のチャネルに多重化して送信する。そして、この送信された配置情報に基づいて、受信局
は受信タイミングの制御を行う。
【００１７】
　さらに、本発明によれば、複数のガードインターバル長を使用する基地局と複数の端末
からなる無線通信システムにおいて、端末から基地局への上り通信においても複数のガー
ドインターバル長が提供される場合に、基地局から通知されたガードインターバル長の配
置情報に基づいて、端末から基地局への上り通信におけるガードインターバル長の配置を
決定する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、決められた固定のガードインターバル長のデータフォーマットを一定
周期で配置するので、そのタイミングにおいてはガードインターバルが既知であるので、
処理量を軽減できる。
【００１９】
　また、本発明によれば、事前に可変となるガードインターバル長の配置情報を知ること
ができるので、処理を軽減し、回路規模の増大も防止することができ、受信の必要のない
時間ではパワーセーブが行える。基地局と複数の端末からなる無線通信システムの端末に
適用した場合には、通知されたガードインターバル長の配置情報により同一のガードイン
ターバル長で基地局に送信できるので、受信特性の劣化を防ぐことができる。
【００２０】
　さらに、受信側では、自身の要求サービスや受信品質さらには基地局からの距離により
、短いGIのスロットか長いGIのスロットを受信するか判断して、配置情報により、受信タ
イミングを決定することにより、消費電力を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施例における送信側の構成図である。
【図２】本発明の第１実施例における固定のガードインターバル長の配置を説明する図で
ある。
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【図３】本発明の第２実施例における送信側の構成図である。
【図４】本発明の第２実施例における受信側の構成図である。
【図５】本発明の第２実施例におけるガードインターバル長の配置情報の通知を説明する
図である。
【図６】本発明の第２実施例においてガードインターバル長の配置情報に基づいて受信タ
イミング制御を行う受信側の構成例を示す図である。
【図７】本発明の第２実施例におけるガードインターバル長の配置情報による受信タイミ
ング制御を説明する図である。
【図８】本発明の第２実施例において通信するサービスに基づいて受信タイミング制御を
行う受信側の構成例を示す図である。
【図９】本発明の第２実施例における通信するサービスによる受信タイミング制御を説明
する図である。
【図１０】本発明の第２実施例において通信品質に基づいて受信タイミング制御を行う受
信側の構成例を示す図である。
【図１１】本発明の第２実施例において基地局と端末の距離に基づいて受信タイミング制
御を行う受信側の構成例を示す図である。
【図１２】本発明の第２実施例において基地局からのガードインターバル長の配置情報に
基づいて端末から送信するガードインターバル長を決定する端末の構成例を示す図である
。
【図１３】ガードインターバルの生成を説明する図である。
【図１４】マルチパスによる遅延波の影響を示す図である。
【図１５】ガードインターバルを挿入されたデータフォーマット例を示す図である。
【図１６】ガードインターバル長の判定に関する従来例１を説明する図である。
【図１７】ガードインターバル長の判定に関する従来例２を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、無線通信方式として、OFDM無線通信方式を例にして本発明を説明するが、本発明
は、複数のガードインターバル長を使用する無線通信システムであれば、OFDM無線通信方
式に限らず適用可能であることは、以下の説明から当業者には明らかである。また、移動
通信を例として本発明を説明するところもあるが、本発明が移動通信に限定されるもので
はないことも、当業者には明らかである。
【００２３】
　さらに、以下、本発明の実施の形態を、複数のガードインターバル長を使用する例とし
て、図１５に示した２種類のガードインターバル長を使用するものにより説明する。２種
類のガードインターバル長の使用用途としては、例えば、個別データや小、中セル用（セ
ル半径が短い）として短いガードインターバルのデータフォーマット＃１が選択され、ブ
ロードキャスト／マルチキャストのデータや大セル用（セル半径が長い）として、長いガ
ードインターバルのデータフォーマット＃２が選択される。
【００２４】
　図１は、本発明の第１実施例における送信側の構成を示すものである。図１に示すよう
に、送信信号を逆高速フーリエ変換する逆高速フーリエ変換部(10)、逆高速変換された送
信信号にガードインターバルを挿入するガードインターバル挿入部(20)及びガードインタ
ーバルを挿入された送信信号を送信する送信部(30)からなる一般的なOFDM通信の送信装置
の構成に、ガードインターバル設定部(40)が付加されている。
【００２５】
　ガードインターバル設定部(40)は、一定周期毎に固定のガードインターバル長の設定を
ガードインターバル挿入部(20)へ指示する。
ガードインターバル挿入部(20)は、指定されたタイミングでは固定の長さのガードインタ
ーバルの挿入を行う。
【００２６】
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　図２は、第１実施例における固定のガードインターバル長の配置を説明する図である。
図２に矢印で示されているように、例えば＃2のデータフォーマットを一定周期のフレー
ムの先頭に必ず配置される様に設定し、送信を行う。
【００２７】
　図３は、本発明の第２実施例における送信側の構成を示すものである。図１に示した第
１実施例のものと比べると、各フレームのタイムスロット毎のガードインターバル長の配
置情報を決定する配置情報決定部(50)と多重化部(60)が追加され、ガードインターバル設
定部(41)は、一定周期毎に固定のガードインターバル長の設定をガードインターバル挿入
部(20)へ指示することに加えて、配置情報決定部(50)で決定された該一定周期内のガード
インターバル長の配置情報に基づいて、ガードインターバル長の設定をガードインターバ
ル挿入部(20)へ指示する。また、ガードインターバル設定部(41)は、固定長のガードイン
ターバルが使用されるタイミングで、多重化部(60)に配置情報決定部(50)で決定されたガ
ードインターバル長の配置情報を送信信号に多重化することを指示する。
【００２８】
　図４は、本発明の第２実施例における受信側の構成を示すものである。
受信側では、受信部(130)で無線信号を受信し、ガードインターバル除去部(120)でガード
インターバル長設定部(140)により指定されたガードインターバル長の長さのガードイン
ターバルを受信信号から除去する。ガードインターバル除去部(120)でガードインターバ
ルを除去された受信信号は、高速フーリエ変換部(110)で高速フーリエ変換の処理をされ
る。高速フーリエ変換された信号に含まれるパイロット信号がパイロット信号抽出部(112
)で抽出され、抽出されたパイロット信号等に基づいて、データチャネル復調・復号部(11
4)でデータチャネルの復調・復号を行い、復号された受信データを上位層に送出する。ま
た、配置情報復調・復号部(116)で指定された周期毎に通知情報の復調等を行い、ガード
インターバル長設定部(140)にフレーム内のガードインターバル長配置情報を通知する。
【００２９】
　図５は、上記第２実施例におけるガードインターバル長の配置情報の通知を説明する図
である。図５に示す例示においては、矢印で示すデータ転送用のチャネルＤＣＨの各フレ
ームの１スロット目に、固定のインターバル長として図１４に示した＃２のデータフォー
マットのガードインターバル長を配置し、さらに通知チャネルＢＣＨの１スロット目で、
データ転送用のチャネルＤＣＨと多重化して、データ転送用チャネルＤＣＨの２スロット
目以降のガードインターバル長の配置情報を通知するものである。
【００３０】
　図６は、本発明の第２実施例の受信側において、ガードインターバル長の配置情報に基
づいて受信タイミング制御を行う構成例を示す図である。図４に示したものと同一の符号
を付したものは、図４に記載したものと同じである。図４に示したものに加えて、受信タ
イミング制御部(150)が設けられている。
【００３１】
　受信タイミング制御部(150)は、受信すべきデータのガードインターバル長と、配置情
報復調・復号部(116)から通知されるガードインターバル長の配置情報とにより受信すべ
きタイミングを決定し、受信すべきスロットのみ受信を行う。
【００３２】
　図７は、本発明の第２実施例におけるガードインターバル長の配置情報による受信タイ
ミング制御を説明する図である。図７では、受信側で＃1のデータフォーマットを受信す
る場合を示している。この例では、固定のガードインターバル長をデータフォーマット＃
2のガードインターバル長としている。まず、固定のガードインターバル長が送信されて
いる先頭のスロットを受信する。データフォーマット＃1のみの受信ではあるが、フレー
ム内の配置情報を受信するために、１スロット目のデータフォーマット＃2についても受
信する。以降のスロットでは、データフォーマット＃1のみを受信する。
【００３３】
　図８は、本発明の第２実施例の受信側において、通信するサービスにより受信タイミン
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グ制御を行う構成例を示す図である。図６に示した構成に対して通信サービス選択部(160
)が付加されている。通信サービス選択部(160)は、例えばキー入力等によりユーザから指
定された通信するサービスを選択して受信タイミング制御部(151)に通知する。通信する
サービスによりどのデータフォーマットを使用するかあらかじめ定めておけば、各端末が
ユーザの指定による通信するサービスを認識し、それに応じて受信するデータのガードイ
ンターバル長を決定し、必要なデータを受信することができる。
【００３４】
　そのため、受信タイミング制御部(151)は、配置情報復調・復号部(116)から通知される
ガードインターバル長の配置情報に加えて、通信サービス選択部(160)で選択された通信
するサービスにより受信タイミングを制御する。
【００３５】
　図９は、上記第２実施例における通信するサービスによる受信タイミング制御を説明す
る図である。受信側では、受信するサービスによって、受信すべきガードインターバル長
を決定する。
【００３６】
　例えば、個別データを受信する場合は短いガードインターバル長のデータフォーマット
＃1を、マルチキャスト等のデータを受信する場合は、長いガードインターバル長のデー
タフォーマット＃2を受信する。図９の例では、端末1が個別データ、端末2がマルチキャ
ストデータを受信している。
【００３７】
　図１０は、本発明の第２実施例において、通信品質に基づいて受信タイミング制御を行
う受信側の構成例を示す図である。図６に示した構成に対して遅延プロファイル測定部(1
70)が付加されている。遅延プロファイル測定部(170)は、高速フーリエ変換前の、ガード
インターバル除去部(120)でガードインターバルを除去された受信信号を用いて遅延プロ
ファイルを測定する。
【００３８】
　受信側では、例えば受信品質として、遅延プロファイルにより、受信すべきガードイン
ターバル長を決定する。そのため、受信タイミング制御部(152)は、配置情報復調・復号
部(116)から通知されるガードインターバル長の配置情報に加えて、遅延プロファイル測
定部(170)で測定された遅延プロファイルにより受信タイミングを制御する。
【００３９】
　遅延が短い場合には短いガードインターバル長のデータフォーマット＃1を、長い場合
には長いガードインターバル長のデータフォーマット＃2を受信する。
　図１１は、本発明の第２実施例において、基地局と端末の距離に基づいて受信タイミン
グ制御を行う受信側の構成例を示す図である。図６に示した構成に対して距離測定部(180
)が付加されている。距離測定部(180)は、パイロット信号抽出部(112)で抽出されたパイ
ロット信号のレベルにより基地局と端末の距離を判定する。そして、基地局からの距離に
より、受信すべきガードインターバル長を決定する。そのため、受信タイミング制御部(1
53)は、配置情報復調・復号部(116)から通知されるガードインターバル長の配置情報に加
えて、距離測定部(180)で測定された基地局と端末の距離により受信タイミングを制御す
る。
【００４０】
　基地局から近い場合には短いガードインターバル長のデータフォーマット＃1を遠い場
合には長いガードインターバル長のデータフォーマット＃2を受信する。
　図１２は、本発明の第２実施例において、基地局からのガードインターバル長の配置情
報に基づいて端末側から送信するガードインターバル長を決定する端末の構成例を示す図
である。
【００４１】
　端末側の送信信号は、逆高速フーリエ変換部(210)で逆高速フーリエ変換され、ガード
インターバル挿入部(220)でガードインターバルを挿入され、送信部(230)から基地局宛の
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上り通信として送信される。
【００４２】
　受信側では、受信したガードインターバル長の配置情報と同じ配置で送信するデータの
ガードインターバル長を決定する。ガードインターバル長設定部(141)では、受信するガ
ードインターバル長と同時に送信するガードインターバル長も決定し、ガードインターバ
ル長の設定をガードインターバル挿入部(220)へ指示する。
【００４３】
　したがって、複数の端末が基地局に対して同時に発呼等のランダムアクセスや同一タイ
ミングで送信を行うシェアリングされたデータ通信などを行う場合にも、同じガードイン
ターバル長のデータフォーマットが適用されるので、干渉の発生を防ぐことができる。
【００４４】
　(付記１)
　複数の異なる長さのガードインターバルを使用する無線通信システムにおいて、
　前記無線通信システムの少なくとも一つの送信側は、一定周期毎に固定長のガードイン
ターバルを使用することを特徴とする無線通信システム。
(付記２)
　付記１記載の無線通信システムの送信装置であって送信信号にガードインターバルを挿
入するガードインターバル挿入部を備えた送信装置において、
　一定周期毎に固定のガードインターバル長の設定を前記ガードインターバル挿入部に指
示するガードインターバル設定部を備えたことを特徴とする送信装置。
(付記３)
　前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで、該タイミングの属する周
期において適用される複数のガードインターバル長の配置情報を決定する配置情報決定部
と、
　前記配置情報決定部が決定した配置情報と送信信号を多重化する多重化部とを備え、
　前記ガードインターバル設定部は、さらに、前記配置情報決定部が決定した配置情報に
基づいてガードインターバル長の設定を前記ガードインターバル挿入部に指示するととも
に、前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで前記多重化部に前記配置
情報決定部が決定した配置情報を送信信号に多重化することを指示することを特徴とする
付記２記載の送信装置。
(付記４)
　前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで、該タイミングの属する周
期において適用される複数のガードインターバル長の配置情報を含む情報を通知すること
を特徴とする付記１記載の無線通信システム。
(付記５)
　付記４記載の無線通信システムの受信装置であって受信信号からガードインターバルを
除去するガードインターバル除去部を備えた受信装置において、
　前記通知された複数のガードインターバル長の配置情報に基づき前記ガードインターバ
ル除去部に除去すべきガードインターバル長を指示するガードインターバル長設定部を備
えたことを特徴とする受信装置。
(付記６)
　受信すべきデータのガードインターバル長と前記通知された複数のガードインターバル
長の配置情報に基づいて受信すべきタイミングを決定する受信タイミング制御部を備えた
ことを特徴とする付記５記載の受信装置。
(付記７)
　通信するサービスを選択する通信サービス選択部を備え、
　前記受信タイミング制御部は、前記通信サービス選択部が選択した通信するサービスに
基づいてどのガードインターバル長のデータを受信するか決定することを特徴とする付記
６記載の受信装置。
(付記８)
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　受信信号の遅延プロファイルを測定する遅延プロファイル測定部を備え、
　前記受信タイミング制御部は、前記遅延プロファイル測定部が測定した遅延プロファイ
ルに基づいてどのガードインターバル長のデータを受信するか決定することを特徴とする
付記６記載の受信装置。
(付記９)
　送信装置と自受信装置の間の距離を測定する距離測定部を備え、
　前記受信タイミング制御部は、前記距離測定部が測定した距離に基づいてどのガードイ
ンターバル長のデータを受信するか決定することを特徴とする付記６記載の受信装置。
(付記１０)
　基地局と複数の端末を含む無線通信システムにおいて、
　前記基地局側から前記複数の端末側への通信では、
　一定周期ごとに、固定長のガードインターバルを使用し、
　前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで、該タイミングの属する周
期において適用される複数のガードインターバル長の配置情報を含む情報を前記複数の端
末に通知し、
　前記複数の各端末は、該端末から前記基地局へデータを送信する際、前記複数のガード
インターバル長の配置情報に基づいて送信データへ挿入するガードインターバル長を決定
することを特徴とする無線通信システム。
(付記１１)
　付記１０記載の無線通信システムにおいて用いられる端末であって受信信号からガード
インターバルを除去するガードインターバル除去部と送信信号にガードインターバルを挿
入するガードインターバル挿入部を備えた端末において、
　前記通知された複数のガードインターバル長の配置情報に基づき前記ガードインターバ
ル除去部に除去すべきガードインターバル長を指示するとともに、前記ガードインターバ
ル挿入部に前記通知された配置情報によるガードインターバル長のガードインターバルの
設定を指示するガードインターバル長設定部を備えたことを特徴とする端末。
（付記１２）
　複数の異なる長さのガードインターバルを使用する無線通信方法において、
　一定周期ごとに、固定長のガードインターバルを使用することを特徴とする無線通信方
法。
(付記１３)
　前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで、該タイミングの属する周
期において適用される複数のガードインターバル長の配置情報を含む情報を通知すること
を特徴とする付記１２に記載の無線通信方法。
(付記１４)
　受信側において、前記複数のガードインターバル長の配置情報により、受信すべきタイ
ミングを決定することを特徴とする付記１３記載の無線通信方法。
(付記１５)
　通信するサービスによって受信するガードインターバル長を選択することを特徴とする
付記１４記載の無線通信方法。
(付記１６)
　通信品質によって受信するガードインターバル長を選択することを特徴とする付記１４
記載の無線通信方法。
(付記１７)
　送信側と受信側の距離によって受信するガードインターバル長を選択することを特徴と
する付記１４記載の無線通信方法。
(付記１８)
　前記無線通信方法は基地局と複数の端末との間の無線通信方法であって、
　前記基地局側から前記複数の端末側への通信では、
　一定周期ごとに、固定長のガードインターバルを使用し、
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　前記固定長のガードインターバルが使用されるタイミングで、該タイミングの属する周
期において適用される複数のガードインターバル長の配置情報を含む情報を前記複数の端
末に通知し、
　前記複数の各端末は、該端末から前記基地局へデータを送信する際、前記複数のガード
インターバル長の配置情報に基づいて送信データへ挿入するガードインターバル長を決定
することを特徴とする付記１２記載の無線通信方法。
【符号の説明】
【００４５】
　１０　逆高速フーリエ変換部　
　２０　ガードインターバル挿入部　
　３０　送信部
　４０　ガードインターバル設定部
　５０　配置情報決定部
　６０　多重化部
１１０　高速フーリエ変換部
１１２　パイロット信号抽出部
１１４　データチャネル復調・復号部
１１６　配置情報復調・復号部
１２０　ガードインターバル除去部
１３０　受信部
１４０　ガードインターバル長設定部
１５０　受信タイミング制御部
１６０　通信サービス選択部
１７０　遅延プロファイル測定部
１８０　距離測定部
２１０　逆高速フーリエ変換部　
２２０　ガードインターバル挿入部　
２３０　送信部
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